
東葛しぜん観察会研修会 

手賀沼の鳥(冬バージョン） 

小川洋子(八千代市） 

日  時：2025年 1月 19日(日）9:00～12:30、天候：晴れ 

講 師：柴田佳秀氏（科学ジャーナリスト） 

場 所：手賀沼親水広場、水の館集合～手賀沼遊歩道～水生植物園周辺 

参加者：指導員 14名、会員外：1名、担当指導員：川瀬 

大寒を翌日に控えた研修会、寒さが厳しいとの予報で覚悟して行ったら案外風がなく

陽も差して上々の観察日和になった。 

講師はＮＨＫの自然番組を制作されていた自然全般に造詣が深い科学ジャーナリスト

の柴田佳秀さん、研修会のスタートは沼に突き出したデッキから鳥の観察だ。沼に浮か

ぶ2羽のカルガモを見てメス・オスの見分け方から始まり次々興味深い話が続く。我孫

子市の鳥のオオバン、このオオバン 以前は1年中見られたが 最近では4月あたりから減

り 秋には数が戻るそうで、北海道や東北から渡ってくるものもいるとか、身近な鳥の

話に参加者一同耳を傾けた。その間にも鳥たちが姿を現すと双眼鏡で鳥を追いかける。

サギ類やカワセミなどを見た後 遊歩道を歩きながら鳥を探す。大量のサザンカの花に

メジロが群れて蜜を吸っていた。沼では遠くに1本の線、柴田講師は見逃さない、トモ

エガモだ。双眼鏡では識別困難だがスコープに入れて見せてくださった。同じく対岸近

くの杭に黒っぽいものが、これもスコープで確認、ミサゴだった。 

鳥を探しながらも話題は尽きない。都会にエナガが見られるようになったのは何故？

エナガの巣材はコケ、ジョロウグモの卵鞘の糸、そして産座に敷く小鳥の羽毛。この羽

毛がオオタカの都会進出で襲われた小鳥から得られ易くなったからだとか。ジョロウグ

モの糸、というと網を思うがエナガの巣作りは春3月ごろ、ジョロウグモはまだ赤ちゃ

んで網は張らない、卵鞘の糸なのかと納得することしきりだった。 

今シーズン探しても見つからなかったツグミをようやく見られたのも本日の成果。 

いつも当たり前に見られた冬鳥の姿がなかなか見られなくて気になっていたが ようや

く会えた！ 楽しいお話とバードウォッチング、充実した研修会はあっという間に終了

時間となってしまった。デッキに戻り鳥合わせ、36種の鳥が見られた。楽しい充実した

研修会、講師の柴田さん、企画してくださった川瀬さんに感謝しております。 

見られた鳥： 

キジ、コブハクチョウ、カルガモ、コガモ、マガモ、トモエガモ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、キジバト、

ドバト、カワウ、アオサギ、コサギ、ダイサギ、オオバン、トビ、ミサゴ、カワセミ、ユリカモメ、セグロカモ

メ、モズ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、シジュウカラ、メジロ、エナガ、ムクドリ、ヒヨドリ、スズメ、 

ハクセキレイ、セグロセキレイ、ツグミ、ジョウビタキ、カワラヒワ、ホオジロ、アオジ   36種 

柴田講師から手賀沼の鳥の話し        広場でモズの観察          サザンカの花にメジロが吸蜜 


